
医療法人博人会桜グループホーム・2階
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

(別紙の２)

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

職員１人１人が利用者の立場になって、自分たち
で作り上げた基本理念を共有し実践につなげ努
力している。

各階ごとに職員全員で話し合った理念を常に意識し
毎日のケアに取り組んでいる。新規の職員には理念
について充分説明し、経験のある職員と一緒にケア
を行ない、実際に支援方法を見ることにより更に理解
を深める体制をとっている。来訪者にもわかりやすく
玄関の入口に掲示している。

運営推進会議の場で、地域役員の方と情報交換
をし、交流できる方法などを話し合っている。日常
的に散歩や買い物にでかけ、地域やスーパーの
方々は気軽に声をかけてくださあるようになって
いる。

法人として区費を納入し地域の行事等に参加してい
る。毎年運動会には職員が参加し、利用者は応援し
たり、秋の文化芸能祭では歌、踊り、展示品など身近
な人の発表を楽しんでいる。また、地元の小学生の
来訪が年2回ほどあり、歌や楽器の演奏を聞いたり、
折り紙や粘土のネックレスのプレゼントに対し、利用
者からは手縫いの雑巾を渡すなど交流している。歌、
ハーモニカ、アコーディオンなどのボランティアの来訪
も定期的にあり利用者の張り合いのある生活につな
がっている。

運営推進会議の場で、役員の方々の質問に答え
たり、認知症の症状についてお話したなかで、地
域の方に伝えていただくようにお願いしています。
気軽に来訪していただけるように啓発していきた
いと思っている。

運営推進会議で、現状・取り組み・課題などを報
告し、参加者の皆さんから質問や意見などをいた
だき今後に生かす努力をしている。

概ね2カ月に1回開催し、1・2階の家族、区長、民生委
員、地域包括支援センター職員、市介護保険課職員
等が出席し運営状況の報告や毎回テーマ（食中毒予
防、ヒートショックなど）に沿って看護師等の職員から
情報提供し対策を話し合っている。活発に意見が出さ
れ、最近では区長からの提案でホームの行事予定を
早めに区に伝えることで参加者をより増やすような取
り組みについて検討している。

介護保険更新時の認定調査時や運営推進会議
の機会に市担当者へ利用者の暮らしぶりを伝え
たり、相談にのっていただいたりしている。

法人内の事業所が地域包括支援センターの委託を
市から受けており、日頃から利用者の状況などの情
報交換や相談をしている。介護認定更新申請など家
族の依頼により代行し、認定調査時は同席し利用者
の生活状況を伝えている。

何が抑制にあたるのか常に注意している。玄関は
施錠しているが利用者の外出希望時にはその都
度一緒に行っている。

運営規定や契約書に拘束をしないケアついての記載
があり、契約時に本人や家族に説明している。同業
者の研修会に2カ月に1回代表者が参加し、伝達研修
で職員全員が理解を深め共有している。常に職員間
でケア方法について話し合うようにし、ケアの振り返り
により防止に努めている。
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医療法人博人会桜グループホーム・2階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

職員は利用者に対し言葉や態度での暴力をして
いないか、互いに気が付いたことがあればその場
で注意するかリーダーに報告し再発防止に努め
るとともに、自ら振り返り考えることができている。

過去に研修を受けたが、現在対象者はおらず、必
要な方の入居を検討する際にもう１度学びなおし
たい。

契約時に契約書、重要事項説明書、運営規定の
全項目を家族とともに確認し、質問などに答え、
理解・納得をいただいている。

１か月に１度その月の様子の写真をプリントし手
紙をそえて家族に送っている。面会時には口頭で
も普段の様子をつたえている。その際意見や、要
望がきかれたら運営に反映させるようにしてい
る。

ほとんどの利用者が自分の意見や思いを表出でき
る。自ら伝えることが難しい利用者には寄り添い、1対
1の時間を充分とって話を聴くようにしている。家族の
来訪は週1回～2カ月に1回あり、その際に利用者の
状況を伝え意見・要望を聞いている。家族と職員の茶
話会、利用者と家族との昼食会など、家族同士の情
報交換や意見・要望を聞く機会を多く持ち、家族の不
安軽減に努めている。

日々の中で職員誰もが意見や要望を言いやすい
環境つくりを心かけている。月１回のミーティング
時にも意見を言ったり提案をする時間をもうけて
いる。また個別に問いかけたり、聞き出したりし１
人で悩まないように配慮している。職員からでた
提案には可能な限りこたえる努力をしている。

月に1～2回ユニットごと、年2回は合同でスタッフ会議
を開催している。業務の見直し、利用者のケアや介護
計画について自由に意見を出し合っており、今年度
ユニット間の交流が充実するよう取り組んでいる。年2
回管理者との面接があり働く中での意向や希望を伝
え相談している。

職員のライフスタイルに合わせた働き方で勤務し
てもらっている。各自の介護への思いが実現しや
すい環境つくりを心がけ、個々の目標に向けて努
力できるようにサポートしている。

自身の介護の仕事には、それぞれ課題を持って
取り組んでおり、仲間と意見交換をしたり、リー
ダーに相談したり実践しながら力をつけている。ま
た社外研修や社内研修に参加できるようにサ
ポートしている。

善光寺平グループホームねっとの研修会に参加
し、各事業所の意見交換を行っている。相互の研
修生受け入れも行っており、さらなるサービス向
上を目指している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居にあたり、ご本人の思いに向き合い、新しい
環境や職員を受け入れていただけるような関係作
りに努めている。

ご家族が求めているものを理解し、私たちはどの
ように支援していくか具体的にお話し、信頼して任
せていただけるような関係作りに努めている。

施設見学時やケアマネージャーからいただいた情
報を元に、ご本人とご家族が必要としている支援
を把握し、グループーホームの特色や当施設の
理念を説明し理解していただいている。ご本人の
状態や、求めるサービスを把握し、他のサービス
も含め説明したり、提案させていただき、ご本人に
合った生活を送れるように一緒に考えている。

利用者に教えていただくことは多い。互いに足り
ないところを補えるような関係作りができている。
職員・利用者の枠ではなく、人と人とのつながりを
大切に考え、お互いに相談しあえるような信頼関
係も築けている。

面会・外出・外泊に制限はなく、急な場合も対応し
ている。ご家族にしかできない支援があり、いつま
でも絆を持ち続けていただくためにも、ご本人を支
えていただくための協力をお願いしている。

希望があれば支援できる体制は整っている。知人
が訪ねてきたときには自室でゆっくり過ごしていた
だいている。馴染みの場所に定期的に出かけて
いる方もおり、ご家族の協力も得られている。

家族や親戚の来訪があり、お盆など家族と墓参りや
外出、外泊をしたり、外食や買い物を楽しむ利用者も
いる。手作り紙芝居のボランティアが定期的に訪れ利
用者の馴染みの存在になっている。利用者の希望に
より電話や手紙の支援もしている。

利用者同士の関係を把握し、職員が見守ったり
会話の間に入ったりし利用者間でトラブルがおこ
らないように楽しく過ごしていただけるように配慮
している。利用者同士、不安や心配事を話し、励
ましあっている姿もみられる。
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医療法人博人会桜グループホーム・2階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

契約が終了しても、これまでの関係を大切にし、
その後のご本人の様子を伺ったり、入院先にお見
舞いに行ったり、ご家族の相談にのっている。
平成２５年に入院の為、退所した方が退院できる
ことになり、相談に訪れていただき今年再入所し
た方がいる。

日々のかかわりの中で、ご本人の望んでいること
を把握するように努めている。また、言葉や行動
から見て取れる真意は何なのか話し合い検討し
ている。ご本人の意向も変化するので、その都度
検討し意向にそうようにしている。

利用者一人ひとりに合わせ、その時に応じて声掛けし
たり、フロアから少し離れたソファーで話すなど意向を
伝えやすいような支援を工夫している。職員が横にい
ることで安心して落ちついた環境で過ごせるようにと
支援している。利用者が話した言葉は大切にし、きち
んと記録に残し職員間で共有している。また家族から
の言葉から利用者の意向を察し職員間で話し合いケ
アに活かしている。

可能な限り自宅で面談し、生活歴や生活環境を
把握するよう努めている。ご家族にも聞き取りを
行い、アセスメントにセンター方式の一部を用いて
いる。

それぞれの１日の過ごし方が決まってきている。
利用者１人１人有する能力を発揮する場面もあ
り、ゆっくり過ごせる時間もある。心身状態やその
日の気分に応じ臨機応変に対応している。

日々の生活の中でご本人、ご家族の意向を聞い
たりくみ取ることで、ご本人がより良く暮らすため
に課題とケアの在り方を話し合い検討している。
月１回のカンファレンスを行い、必要時には個別
のカンファレンスを行う。話し合いを元にして計画
作成担当者が介護計画を作成している。

本人、家族の意向を踏まえてスタッフ会議で職員全員
で話し合い介護計画を作成している。短期目標は3カ
月毎に見直し、日々の記録や担当している職員、看
護師からの情報を聞き、他の職員からの意見も加え
利用者の状況に即したものであるかを検討している。
利用者の記録には「サービス計画記録表」を綴り、毎
日、目標ごとに実施状況を記録し介護計画に沿った
ケアに努めている。

個別のケース記録に利用者の発した言葉を大切
に考え、会話のやり取り・行った対応・その結果
を、その場にいなくても状況がわかるような記録を
心掛けている。またユニットごとに連絡ノートを活
用し、気付きや検討したいことを書き込み、全員で
情報を共有し、実践や介護計画の見直しにいかし
ている。

ご本人やご家族の状況に応じ、既存のサービス
にとらわれず柔軟な対応をしている。最近入居し
た利用者はお仏壇を持ってきており、朝お供えの
為、ご飯とお茶をあげている。仏様のご飯を下げ
た後は職員が食べている。働いているご家族も多
く、遅い時間の面会も受け入れている。
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医療法人博人会桜グループホーム・2階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

近所のスーパーに買い物に行き食材やおやつを
選んでいただいている。散髪は近所の理髪店が
出張してくれている。限られているが顔なじみの
関係ができている。

ご本人・ご家族が希望するかかりつけ医がある場
合は継続して利用していただいている。受診の際
は生活の状況や体調をご家族に伝え医師に報告
していただいている。入居時、施設の協力医に変
更する方もいる。協力医は月１回往診にみえ健康
管理を行ってくださっている。電話での相談にも気
軽に応じてくださり、急変時も迅速に対応してくだ
さる。

本人、家族の希望に沿ったかかりつけ医の診察を受
けている。法人の内科医の往診を受けている利用者
が多い。整形外科等、専門医療機関の受診は家族が
付き添い、依頼があれば同席することもある。必要時
看護師が情報提供書の作成や電話連絡等で主治医
と連携をとっている。家族からの受診時の内容は報
告を受けた職員が引き継ぎノートに記録し、職員間で
共有している。

日常の関わりの中でとらえた情報や気付きで、医
療的な事柄においては看護師に相談・報告し、利
用者が適切な受診や看護を受けられるように支
援している。

入院した際、安心して治療ができるように、またで
きるだけ早期に退院できるように、ご家族ともよく
話し合い、病院関係者との情報交換を行ってい
る。

重度化した場合における対応の指針を書面で説
明し理解を得ている。心身の状況に変化があれ
ばご家族に報告してさらに具体的な話し合いを行
う。入居している方のご家族ほとんどが延命を望
んでおらず、当施設で最期を迎えてほしいとの希
望が多い。今年はほとんど寝たきりになってしまっ
た利用者と職員の為に、オムツの当て方、移乗の
仕方の研修を行った。

契約書に看取りの指針が記載してあり、利用者の状
況により、主治医や同じ法人の老人保健施設と連携
をとりながら本人や家族の意向に沿って支援していく
ことを契約時から伝えている。緊急時や重度化した際
は、家族、主治医との連携のもと、本人にとって良い
方向を話し合い、会議や記録で職員全員が共有でき
るようにしている。

急変時や事故発生時に備えて看護師による応急
手当や初期対応の確認を行っている。
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自
己

外
部
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35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

地区の消防団の方々や民生委員の方々に施設
内の見学をしていただくと共に、消防署の協力を
得て避難訓練を行っている。夜間を想定した訓練
も行っている。また隣接する施設の職員との協力
体制もできている。

年2回、昼、夜両方を想定して日中に訓練を実施し、
年1回は消防署立ち合いで行い終了後には反省会を
開き改善点などを話し合っている。区長や区の消防
団等が参加し、事業所内の避難経路の確認や実際
に車椅子を押して避難してもらうなど協力を頂いてい
る。マニュアルに沿って職員は具体的に火災や水害
時の判断基準に合わせての行動をとり有事に備えて
いる。

援助が必要な時でも、お手伝いさせていただくと
いう気持ちで接し、さりげないケアを心がけてい
る。誇りを損なわないような言葉がけや対応を心
がけ１人１人を大切に考えている。

個人情報保護や利用者の権利などの内容が運営規
定、契約書に記載され、本人家族に契約時伝えてい
る。利用者ができるだけ自由に生活できるよう自立支
援の視点でケアを行ない、実際に利用者の気持ちも
よい方向に変化している。呼び方は一人ひとりの利
用者に合わせて苗字や名前にさんをつけたり、本人、
家族の希望で馴染んだ呼び方にしている。

職員で決めたことを押し付けるようなことはせず、
ご本人が選べるような問いかけを心がけて、いつ
でも自己決定できるように働きかけている。

１人１人のペースを大切にし、それぞれに合わせ
た対応をしている。今行っていることは妨げず見
守り、軌道修正が必要な場面では、自然に次の
行動に移せるように導いている。その日、その時
のご本人の気持ちを大切にしている。

入浴時・起床時・外出時などご本人が服を選んだ
り、一緒に選んだりしている。起床時の整容は基
本的にご自分でしてもらうが、足りないところはお
手伝いする。女性利用者が化粧品の広告を見て
ハリ・つやと言う文句にひかれ「これ欲しいわ。」と
言う方もいる。

１人１人の好き嫌いを把握し、苦手な物は違う物
と変更し臨機応変に対応している。好みの物も食
べられるように献立やおやつに組み込んでいる。
月に１回外食したり、出前を取ったりしていつもと
雰囲気を変えた食事も楽しんでいただいている。
調理の下準備や盛り付け、食器拭きなどお手伝
いしていただいている。

昼食はおかゆのみ厨房で、そのほかは職員が利用
者に合わせて食べやすい形態で配慮している。利用
者は野菜切り、玉ねぎの皮むきやもやしの根とりなど
の下ごしらえや食器の片付けなどそれぞれの役割を
担っている。月に1回2ユニット合同での食事会、昼食
レクやおやつレク、外食で好みの物を食べる等、食事
が楽しみとなるよう工夫している。

個々の食事量を把握し個別に量の調節をしてい
る。偏食気味の利用者にも「残してもいいので少
しでも食べてほしい。」と声掛けし食べていただい
ている。左手にあまり力が入らないとのことで、器
を軽い物に変え、スプーンをつけ自力で食べてい
ただいている。
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42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決め
てしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

毎食後、口腔ケアをしていただくように声掛けを
行っている。ほとんどの利用者は自分で行える
が、不十分な方はお手伝いさせていただいてい
る。就寝前には義歯を外し洗浄液につけていただ
いている。

排尿チェック表を使用し、排せつパターンを把握し
ている。自らトイレにあまり行かない利用者に関し
ては、できるだけ行動と行動の節目に自然なかた
ちでトイレに行かれるように声掛けを行い、自立
にむけた支援を心がけている。

入居してから利用者に合わせて丁寧に支援を重ねた
結果、リハビリパンツから布パンツに切り替えることが
できた利用者が多い。転倒が心配される利用者には
付き添い出来るだけトイレでの排泄を支援している。
夜間必要な利用者がポータブルトイレを使用する等、
自立支援に心がけている。

栄養バランスのとれた食事の提供と、水分補給を
していただき、適度な運動を行えるように配慮して
いるが、便秘症の方も多く整腸剤の服用をしてい
る。排便のあった日はチェックし便秘が続くようで
あれば医師に相談し、下剤を服用してもらうことも
ある。

最低週２回の入浴を行っている。希望があれば時
間や回数は個々に対応する。入浴時間は個々の
ペースに合わせ時間を気にせずゆっくり入ってい
ただいている。

本人の希望に沿って週2～3回は入浴できるよう、また
1対1でゆっくり話せるよう支援している。重度の利用
者も普通の浴槽に入り2人の職員が介助している。同
性介助を希望する方には応じており、入浴できない日
は足浴や清拭で清潔保持に努めている。季節に合わ
せて菖蒲湯など入浴を楽しめる工夫をしている。

職員は自立支援の視点できめ細かなケア
を行っている。2階ユニットの浴槽には立ち
上がりのための手すりがなく、どうしても職
員の介助に頼ることになる。今後も利用者
の生活機能を最大限活かし、安全な入浴
を継続するため、手すりの設置について検
討されることを期待したい。

１人１人の生活のパターンを把握したり２４時間の
うちの睡眠のとり方を把握している。過去に睡眠
導入剤を服用していた方も、内服をやめても眠れ
ている。やめても眠れないと訴える方もいない。

処方箋の薬の説明書を利用者ごとにファイルし職
員が把握できるようになっている。服薬時にはご
本人に手渡し服薬確認をしている。体調に変化が
みられた場合は看護師に相談し、医師の指示を
得られるようにしている。

得意分野で個々の力を発揮していただけるように
支援している。ご本人が自分の仕事として張り合
いを持って行ってくださる方もいる。オセロが好き
な利用者は職員相手に真剣に勝負して楽しんで
いる。
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49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

散歩にお誘いしても意欲と体力がなくなってきて
いて断る方が増えてきた。個々にお誘いしたり、
意欲のある方は散歩や買い物に出掛けている。
今年は善光寺のご開帳があり、ご家族の協力も
いただき行ってくることができた。回向柱をさわり、
お参りし、回向柱のストラップのお土産を渡すと喜
んでいただけた。

利用者の希望を聞きながら買い物などの個別外出や
外出レクなど、出来るだけ外出の機会を多く持つよう
にしている。毎月1回はユニットごとに季節に合わせて
ドライブや花見、紅葉狩り、薔薇園、おやき村などに
出かけており、利用者の生き生きとした表情の写真が
フロアに貼られていた。利用者も「次はどこに行く？」
ととても楽しみにしていると伺った。毎月来訪するあん
しん相談員(介護相談員)や元職員などボランティアの
協力も得られている。

入所してからお金を使用する場面は無いが、ご本
人の希望により所持している利用者も数名いる。
買い物に行き消耗品を購入する利用者もいる。

希望があれば、自ら電話したり受けた電話を代
わったりして、家族や知人とのやりとりができるよ
うにしている。１名の利用者は手紙のやりとりを続
けている。

常に清潔で快適な居住環境整備を心がけてい
る。開設時よりADLが低下した方が増え、浴槽の
改装工事を行い、以前より安易に入浴ができるよ
うになった。季節の花を飾ったり、季節に合わせ
た飾りつけを利用者と行っている。

フロアの中央にオープンキッチンがあり家庭的な雰囲
気で、利用者は食事や会話などゆったりとした時間を
過ごしている。玄関にはおしゃれなボードにその日勤
務する職員の写真が貼られ紹介されており、利用
者、家族等にわかりやすくなっている。利用者が取り
組んでいる書道や絵などの作品も飾られている。

トイレの場所や、自分の部屋がわかりやすいよう
に張り紙をしている。安全に生活できるように物の
配置の環境整備に配慮している。

共有スペースにソファーを２つ置き、利用者同士
でおしゃべりしたり、一休みしたり思い思いに過ご
せる環境ができている。

個々の居室はご本人の使い慣れた物や、馴染み
のあるものを置いたり、使いやすいように整理さ
れている。
テレビを持ち込んでいる利用者は居室で好きな番
組を好きな時間に観ている。

それぞれの居室にはいろいろな野菜の名前がついて
おり、入口には好みの暖簾が掛けてある。ベット、パ
ネルヒーター、物入れが備え付けられ、使い慣れたタ
ンスなどが置かれている。家族の写真や夫の位牌を
おいたり、交流している小学生からプレゼントされた
手紙などを飾っている利用者もいた。
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